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水の押す力を検証しよう ~水圧と浮力の研究~
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1 研究の目的

プーノレの底にもぐると、水の力で押される感じがした。そこで、水の押す力(水圧)は、深さに

よってどのように変化するのか調べたc また、プーノレの水で浮かぶ時に水に杵される力(浮力)に

ついても、様々な条件で調べたc

2 研究の方法

(1 )水圧が水の深さによってどのように変化するのかを調べる。

①よきさの異なるベットボトノレで調べる。②蒋需にふたをしたり、圧ノ;:を加えたりして調べる。

(2) 様々な条件で、水の浮力の変化を調べる。→裕そうに水をためて奔器を浮かせる実験

①容器に水と空気を入れ、容器がしずむまでピーT.(おもりの役目)を加えていく c

②容器の大きさや種類を変えてみる。 ③容器内に)ゼ力を加えたり減らしたりするC

3 研究の結果と考察

(1) 水の深さによって押す力(水圧)がどのようにちがうのかを調べてみよう!! 

実験1 ペットボトルに 3cm聞かくで穴を聞け、つまようじでせんをする。

ベットボトルに水を入れ、せんをはずした時の水の流れ同る速さを調べる。

(結果)どの容器も、深くな

るほど水にfiOmLたまるまで

の時聞が無くなったc I同じ
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(考察)深いほど水の押す力(圧力)が大きし、0 ・番水面が広いので、水が流れ山ても水面が下が

りにくいはずなのに、なぜだろう?

|実験2 ペットボトルにフタをして実験する。 I

① 一つのせんだけ開ける。

(結果)少しの水がこぼれた後、水が出なくなった。 空気の

(考察)少しの水が出ていったことで容器内の圧力が下がり、外の空気に押 圧力

される力が外に山て行こうとする力とがつり合っているのではないか。

② 容器に圧力を加え、つまようじのせんを聞けてから水が出なくなるまでの時間を計る。

(結果)加圧することで、水の流れ出，、、， ιー-， 、， ，.咽・・..‘ 、

聞けるせん ~帆';tコ 圧 J力ゆを向。えると711....c...
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る勢いが増し、時間も長くなった。

水が出なくなった後、さらに「炭階

抜けま枠」を使って圧力を加えると、

再び勢いよく水が流れ出た。この圧

力の影きょうは、水の深さが 9cmイ立

の所が最も長く続くようだ。

-56ー

79閉じ



③ フタをしたまま、 2つの栓を同時に聞ける。

(結果) 2つの火の聞が 3じmしかない時は、水が容器のかベにそって

ダラー土流れ州るため、測定できなかったc 2つの穴の聞が 6cm以

上ある時、上の穴に外から空気が入り、下の穴から水が流れ出た。

2つの穴の聞がはなれるほど、下の穴から流れ出る水の速さが大き

いのまた、 2つの火の聞が同じ長さであれば、火が深いほど速い。

(考察) ドの穴から流れ出ようとする木の圧力と外の空

気が押す力の方が強くなり、空気が入りこんでくる。

その結果、容器内の!七力が取りもどされるため、プタ

を閉じていても水が流れ間続けるのだろう。

④すべてのせんを聞ける。
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(結果)一番水圧の小さいAの火に外から空気が入ってくる。 H→れと深くなるほ

ど勢いよく水が出てくる。

(2)水の押す)J(浮)J)についてしらべてみよう !1

実験3 容器に水を満たした後、いくらかの水

を捨ててフタをし、裕そうの水に浮か

ばせる。この容器がしずむまでビー弔

を1個ずつ容器の中へ入れていく。

(結果)捨てた水の量に比例して、どの容器もし

ずみにくくなった。ベットボトルであれば、容

器の大きさを変えても実験結果は同じだった3

ガラスびんは、びん宵体が重いため、少ない数

のビー玉でしずんだが、ある程度 (150mL_..，__ZOO 

mL以上)の空気が入っていると、その空気の量に

比例している。浴そうの水を40
0Cのお湯に代えると、

ベットボトノレの場合だけ浮ノJが増すことがわかった。

(考察)容器の中の空気の量に比例 して、浮力が大き

くなる3 ある程度軽い容器であれば、浮力はその大

きさや材料がちがってもほぼ同じ人きさである。

実験4 500rn Lのベットボトルがフタを上にして水に浮くよう

に、水とビー玉で調整する。この容器にA力ポンプを取

りつけて浮力の変化を調べた。

(結果)空気を送りこむと浮き、空気を吸い込むとしずんだ。

(考察)容器の空気の量が多いなると、浮力が大きくなる。

実験5 ガラスびんに水を入れ、水| 水戸量ー -
1へぜ佳 cm O)cm 

面で手をはなすと、びんは l

どのように動くか観察する。
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